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統計学的検定として、3機種間のプラーク除去率の比較には




student’s t test、Welch’s t test, Mann-Whitney’U test を用
いた。臼歯部の歯種間でのプラーク除去率の比較には one-




















　 近 心 面 で は、SF が24.8±17.0％、PS が11.7±9.8％、
MC が16.4±17.7％であり、3機種間で有意差が認めらなか
った。




















られた。SF と PS、SF と MC の間で有意差（p<0.01）が
認められた。
6）上顎のプラーク除去率
　上顎は、SF が59.3±16.7％、PS が48.3±14.8％、MC が
45.0±18.8％であり、3機種間で有意差が認めらなかった。
7）下顎のプラーク除去率
　下顎は、SF が63.7±15.5％、PS が48.1±10.5％、MC が
46.4±20.5％であり、3機種間で有意差が（p<0.01）認めら
れた。SF と PS、SF と MC の間で有意差（p<0.05）が認
められた。
8）右側のプラーク除去率
　右側は、SF が61.8±14.2％、PS が48.2±9.9％、MC が
46.4±19.4％であり、3機種間で有意差が（p<0.05）認めら
れた。SF と PS、SF と MC の間で有意差（p<0.05）が認
められた。
9）左側のプラーク除去率
　左側は、SF が61.2±15.9％、PS が46.6±15.4％、MC が
46.3±21.1％であり、3機種間で有意差が（p<0.01）認めら











































































































図 3　SF 部位別プラーク除去率 図 5　PS 部位別プラーク除去率



























































































































































右側のプラーク除去率は、SF が PS、MC より有意に高か
鶴見大学紀要　第54号　第3部
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った。隣接面、遠心面、左側においては、SF が PS より
有意に高かった。頬唇面、舌口蓋側面、前歯部においては








PS より高かったのは、SF の歯ブラシのヘッドが PS より
大きかったため、ブラッシング時間が2分間の場合、SF は
効率良くプラークが除去できたのではないかと考えられる。





















































SF が PS、MC より有意に高かった。隣接面、遠心面、
左側においては、SF が PS より有意に高かった。頬唇面、
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